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西田辺駅から北に徒歩８分の場所に、駄菓子屋「ちょい
す」が誕生しました。昨年11月、近隣にある老舗の駄菓子屋
が惜しまれながら閉店。こどもたちにとってピンチ…⁉
かと思われた翌月から「ちょいす」はスタート！今では小学
生たちや親子連れの常連さんもいるとのこと。
「ちょいす」が始まったきっかけは、地域のお祭りの会議の

場で「お祭りは地域の世代間交流を目的に毎年
開催しているけれど、高齢の方とこどもたちが
日々交流できればいいな」という声から。
地域の女性５名が有志で運営しており、会議

の場でもある電器屋さんの一角をご厚意でお貸
しいただいてお店をしているそうです。
「ちょいす」は地域のつながりから生まれたん
ですね。

『ちょいす』
マスコットキャラクター
㊤「ちょいちゃん」
㊦「ひなたん」

>>> 続きは④ページ
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ではなぜ「サッちゃん」？

地域のステキが見つかれば、もっと地域を好きになる。

色々とお話を伺った尾島牧師が、礼
拝堂の中で「ステキ」と感じられる場
所は、祭壇への光の入り方、とのこと
です。晴れの日、雨の日、午前、午後
と色々な表情が見られるそうです。神
秘的ですね。「礼拝のある日は開いて
いるので、どなたでも見学に来てくだ
さい」と言ってくださいました。
散歩がてら、一度見に行ってみては

いかがですか。

童謡「サッちゃん」に関係のある建
物が阿倍野区にあるのはご存じです
か？それが今回ご紹介する『日本基督
教団 南大阪教会』です。
1928年、建築家：村野藤吾氏の設

計・監督で、南大阪旧礼拝堂と教会塔
が建てられました。その後傷みが激し
くなったこと等から取り壊され 、
1981年に新会堂（礼拝堂）を建設、併
せて塔も修復されました。

日本基督教団 南大阪教会、付属南大阪幼稚園

これらは村野藤吾氏の処女作であると共に、最晩年の作品ともなりました。
村野氏は南大阪教会を愛着の気持ちから「私の⾧男」と呼んだそうです。
建物の中には村野様式とでもいうのでしょうか、随所に村野氏の特徴を示

建物の敷地内に付属の『南大阪幼稚園』
がありその2期生である阪田寛夫氏が「サッ
ちゃん」の作詞をしました。作曲はいとこ
の大中恩氏です。幼稚園角には「サッちゃ
ん」の詩碑が建てられていますよ。

南大阪教会は、『阿倍野区の都市景観資源』にも選定されています

す作りがあります。
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今回は、「きぼうのつどい」会長の宮脇二郎さんに
お話を伺いました！
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毎月１回、フレイル体操や音楽
鑑賞、季節行事など様々な活動を
実施している「きぼうのつどい」
は今年が活動１０周年になります。
開催内容の検討から当日の準備

片付けまで、会の運営は高齢者が
中心のボランティアグループ「き
ぼうのつどい」が行っています。

▼宮脇さんは御年９５歳とのことですが、話をしていてとてもお元気と感
じます。何か元気の秘訣はありますか？
「好奇心」を持つこと。新しいことに対する興味を常に持って、色んなもの
を見るようにしています。特に、世のためになる、人を助ける行動を意識し
て、自分の心を明るくすることで、自分の周囲の人も明るくなると思います。

▼今後の目標などあれば教えてください。
男性の参加者を増やしたいですね。また、

高齢者だけでなく、若い人も加わって話が
できる会にしていきたいです。これからも
積極的な気持ちで挑戦していきます。

▼「きぼうのつどい」発足の経緯を教えてください。
地域活動の参加者仲間と寄り集まって「きぼうを持って元気に楽
しく暮らし、明るい社会を作っていこう」と話していた所から、理
想を実現できるような会合をしよう！と始まりました。年齢問わず、

様々な理由で寂しい気持ちの人が世の中にいますが、そんな人の一助になれ
たらと、明るく楽しい気持ちになれる会を作っていこうと尽力しています。
コロナ禍以前は、大阪公立大学（当時は大阪市立大学）のギター・マンド

リンクラブによる演奏など、自分自身が足を運んで「いいな」と思った人に
声をかけて会に来ていただき、参加者のみなさんに喜ばれました。現在もい
ろいろ探しては声をかけています。

「きぼうのつどい」会⾧の宮脇二郎さん

みなさんの心と体が元気になる、すばらし
いご活動と積極的な姿勢にとても感銘を受
けました。これからも応援しております！



社会福祉法人 大阪市阿倍野区社会福祉協議会
法人代表 06-6628-1212
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松浦さん 山本さん

いろいろな駄菓子が置いてあり、お湯やフォーク
も完備。くじ引きや手作りの小物、ゴム飛ばしグラ
イダーなど大人も楽しい昔懐かしいおもちゃもあり、
バラエティ豊富な品揃えです。暑い夏にピッタリの
アイスもありますよ！

①ページの続き >>> 駄菓子屋さん「ちょいす」

手作りの飾りなどで彩られた店内はとても
温かみのある雰囲気で、こどもから高齢の方
まで、どなたでもみんなで楽しめます。
ちょっと一息できる「ちょいす」に、ぜひ

お立ち寄りください。

ご協力、誠にありがとうございました！

駄菓子屋さん「ちょいす」1
日時：月曜日～金曜日 １５時～１７時
場所：昭和町４－８－１９（旭電器設備）

日本基督教団 南大阪教会2
場所：阪南町１丁目３０－５

「きぼうのつどい」3
日時：第４木曜日 １４時～１５時３０分
場所：帝塚山１－３－８
（あべのボランティア活動センター）

阿倍野区地図

※参加費あり 3

2

1

地域で活動されている「ヒト・モノ・コト」。生活に役立つちょっとし
た情報や、当たり前になって見過ごしてしまいそうなミニ情報など、もし
ありましたらぜひご連絡ください。
お電話、メール、どちらでも構いません。情報お待ちしております！

阿倍野区の など、

情報をお寄せください

社会福祉法人 大阪市阿倍野区社会福祉協議会 ちいきつながり応援隊
06-6628-1212 / taisei@abenokushakyo.jp


